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平成２２年第４回定例会

職員の給与・期末手当を引き下げ ２ページ
人事院勧告に準じ、市長・副市長・教育長の期末手当、
職員の給与等を引き下げ。人件費約3,860万円削減。

ゲリラ豪雨対策、雨量テレメーターシステム設置 ５ページ
デジタルMCA無線による雨量テレメーターシステム
を守谷市役所・郷州小学校・松前台小学校に設置。

国へ意見書７件を送付 ２，５，14，15ページ
TPP交渉参加反対、経済対策、米価対策、尖閣諸島沖
での中国漁船衝突事件などの意見書を国に送付。

公民館にも指定管理者制度を導入 ６ページ
中央・郷州・高野・北守谷公民館の管理運営を民間事
業者などに代行させることができるよう条例を改正。

守谷駅前広場にオルゴールモニュメント ４ページ
市制10周年記念事業として、モニュメントを制作する。
費用は市民からの寄付金800万円を充当する。

５ワクチン予防接種費用を全額助成 ６ページ
子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌・おたふく・水痘
の接種費用全額助成のため、約１億４千万円増額補正。

国から地方交付税が５年ぶりに交付 ４ページ
守谷市は平成17年度から５年間不交付団体であった。
個人所得の落ち込みによる税収減等が要因である。

12人の議員が一般質問 ７～ 13ページ
高齢者対策、行政評価、予算編成、市のイベントなど、
将来に向けた行政運営について活発に討議。

上下水道料金もクレジットカード払い可能 ５ページ
平成23年３月・４月分から、上下水道料金等の納付が
クレジットカードでもできるように関係条例を改正。

次回定例会は３月３日から 16ページ
平成23年第１回定例会では新年度予算を審議予定。15
ページでは、議案が議決されるまでの経緯を解説。

「立春」
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第
４
回
定
例
会
を
終
え
て

議
長　

伯
耆
田　

富
夫

　

平
成
22
年
最
後
の
定
例
会

は
、
11
月
22
日
か
ら
12
月
１
日

ま
で
の
10
日
間
開
会
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
で
は
、報
告
１
件
、

議
案
19
件
、
請
願
２
件
を
審
議

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
」

で
は
、12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

高
齢
者
対
策
や
市
の
イ
ベ
ン

ト
、
市
の
財
政
状
況
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
問
題
や
課
題
に
つ

い
て
、
活
発
な
論
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
７
件
の
議
員

提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
、
国
に

対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
）
交
渉
参

加
反
対
や
地
方
経
済
対
策
、
米

価
下
落
対
策
な
ど
の
意
見
書
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
は
、
市
議
会
議
員

４
年
の
任
期
の
最
終
年
に
な
り

ま
す
。
本
年
も
、
安
全
で
安
心

な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
守
谷
市
と
な

る
た
め
に
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

守
谷
小
学
校
改
築
に
伴
う
造

成
工
事
は
、
当
初
、
平
成
22
年

９
月
に
工
事
を
発
注
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
盤
改

良
や
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
、
工

事
用
仮
設
道
路
の
遅
れ
な
ど
か

ら
、
同
年
11
月
の
発
注
と
な
り
、

平
成
22
年
度
内
の
工
事
完
了
が

で
き
な
く
な
っ
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
議
会
に
事

業
費
を
繰
越
明
許
費
と
す
る

市
長
の
専
決
処
分
を
承
認

守
谷
小
学
校
改
築
事
業

約
１
億
５
千
万
円
を
繰
越
明
許

（
議
案
第
66
号
）

第４回定例会の経過

11月22日（月）【開　会】
　○本会議
　・報告第17号の説明
　・ 議案第66号～第83号と請願陳情を上程、提案理

由と重点事項の説明
　・報告と議案に対する質疑
　・議案第66号～第71号を審議、採決
　・ 議案第72号～第83号と請願陳情を担当委員会に

審査を付託
11月24日（水）○文教福祉常任委員会（６ページ）
　　　　　　　○総務常任委員会（４ページ）
11月25日（木）○都市経済常任委員会（５ページ）
11月26日（金）
　○本会議
　・議案第84号上程、審議、採決
　・市政に関する一般質問（７～ 13ページ）
11月29日（月）～ 30日（火）
　○本会議
　・市政に関する一般質問（７～ 13ページ）
12月１日（金）【閉　会】
　○本会議
　・各委員長から審査結果報告と報告に対する質疑
　・議案第72号～第83号と請願陳情の討論、採決
　・議員提出議案第７号～第13号を審議、採決
　・議員派遣の議決
　・閉会中の委員会継続審査を議決

補
正
予
算
案
を
提
出
す
る
べ
き

だ
が
、
11
月
の
工
事
発
注
に
間

に
合
わ
な
い
た
め
専
決
処
分
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

専
決
処
分･･･

議
会
の
議
決
事
項

を
、
市
長
が
議
決
を
経
ず
に
処

理
す
る
こ
と
。
市
長
は
そ
の
内

容
を
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

繰
越
明
許･･･

年
度
内
に
事
業
が

終
了
し
な
い
場
合
に
、
翌
年
度

に
繰
り
越
し
て
予
算
を
執
行
す

る
こ
と
。
翌
年
度
に
繰
り
越
す

額
を
「
繰
越
明
許
費
」
と
い
う
。

　

平
成
23
年
３
月
31
日
任
期
満

了
に
よ
り
選
任
。
新
た
な
任
期

は
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

○
辻
中　
　

豊
氏
（
再
任
）

○
平
島　

雅
人
氏
（
再
任
）

○
長
谷
川
雅
彦
氏
（
再
任
）

○
川
畑　

弘
美
氏
（
再
任
）

○
下
村　

文
男
氏
（
新
任
）

守
谷
市
政
治
倫
理
審
査
会･･･

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
市

議
会
議
員
が
、
政
治
倫
理
基
準

に
反
す
る
事
実
が
あ
る
と
の
疑

守
谷
市
政
治
倫
理
審
査
会
委
員

５
名
の
選
任
に
同
意

（
議
案
第
67
号
〜
第
71
号
）

惑
を
持
た
れ
た
と
き
に
、
調
査

や
審
査
等
を
行
う
機
関
。

　

人
事
院
勧
告
（
国
家
公
務
員

の
給
与
等
に
関
す
る
勧
告
）
に

準
じ
、
市
職
員
の
期
末
手
当
な

ど
を
次
の
よ
う
に
引
き
下
げ
る
。

①
職
員
の
期
末
手
当
・
勤
勉
手

当
を
０・２
月
分
減
（
現
行
４
・

15
月
）

②
40
歳
台
以
上
の
中
高
齢
層
の

給
料
月
額
を
０・１
％
減

③
55
歳
を
超
え
る
課
長
の
給
料

月
額
を
１・５
％
減

④
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の

期
末
手
当
を
０・15
月
分
減
（
現

行
３・１
月
）

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
人
件
費
は

約
３
８
６
０
万
円
減
額
さ
れ
る
。

市
職
員
の
期
末
手
当
、
給
与
を

引
き
下
げ 

（
議
案
第
84
号
）

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対

②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
加
入
反
対

③
地
方
財
政
の
充
実

④
新
た
な
経
済
対
策

⑤
米
価
下
落
へ
の
緊
急
対
策

⑥ 

尖
閣
諸
島
沖
に
お
け
る
中
国

漁
船
衝
突
事
件

⑦
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
反
対

国
に
７
件
の
意
見
書
を
提
出

（
議
員
提
出
議
案
第
７
号
〜
第
13
号
）

※
５
・
14
ペ
ー
ジ
に
全
文
掲
載

地
方
自
治
法
第
99
条･･･

普
通

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
益

に
関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書

を
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平成22年度各会計予算総額の推移
会　計 当初予算 第１回補正 第２回補正 第３回補正 合　計

一般会計 173億5,500万円 9,016万6千円 16億4,407万8千円 3億2,286万7千円 194億1,211万1千円
国民健康保険特別会計 43億8,632万8千円 42万円 1億3,958万9千円 612万1千円 45億3,245万8千円
老人保健特別会計 955万5千円 530万1千円 1,485万6千円
後期高齢者医療特別会計 3億2,809万6千円 300万7千円 3億3,110万3千円
介護保険特別会計 22億6,185万3千円 1億2,090万1千円 23億8,275万4千円
介護サービス事業特別会計 1,746万1千円 27万5千円 1,773万6千円
農業集落排水事業特別会計 3,323万2千円 0円 3,323万2千円
水道事業会計 16億2,855万5千円 -120万1千円 5万2千円 16億2,740万6千円
公共下水道事業会計 21億6,903万円 1,647万4千円 0 21億8,550万4千円

合　計 281億8,911万円 305億3,716万円
※公共下水道事業会計の第2回補正は債務負担行為の設定のみで、金額の増減はなし
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第 ４ 回 定 例 会 審 議 結 果
報 告

番 号 件　　　　　　　　名

第 1 7 号 専決処分事項の報告について（和解）

議 案

番 号 件　　　　　　　　名 採決結果 議決結果

第 6 6 号 専決処分事項の承認について（平成22年度守谷市一般会計補正予算） 全員賛成 承　　 認

第 6 7 号 守谷市政治倫理審査会委員の選任について 全員賛成 同　　 意

第 6 8 号 守谷市政治倫理審査会委員の選任について 全員賛成 同　　 意

第 6 9 号 守谷市政治倫理審査会委員の選任について 全員賛成 同　　 意

第 7 0 号 守谷市政治倫理審査会委員の選任について 全員賛成 同　　 意

第 7 1 号 守谷市政治倫理審査会委員の選任について 全員賛成 同　　 意

第 7 2 号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成 原案可決

第 7 3 号 守谷市立公民館の設置及び管理に関する条例 賛成多数 原案可決

第 7 4 号 守谷市市民交流プラザの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 賛成少数 原案否決

第 7 5 号 守谷市水道事業給水条例等の一部を改正する条例 全員賛成 原案可決

第 7 6 号 平成22年度守谷市一般会計補正予算（第３号） 全員賛成 原案可決

第 7 7 号 平成22年度守谷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 原案可決

第 7 8 号 平成22年度守谷市水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成 原案可決

第 7 9 号 平成22年度守谷市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 全員賛成 原案可決

第 8 0 号 指定管理者の指定について 賛成多数 原案可決

第 8 1 号 指定管理者の指定について 賛成多数 原案可決

第 8 2 号 市道路線の廃止について 全員賛成 原案可決

第 8 3 号 市道路線の認定について 全員賛成 原案可決

第 8 4 号 守谷市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 賛成多数 原案可決

請願・陳情

受理番号 件　　　　　　　　名 採決結果 議決結果

第 ８ 号 TPP交渉参加反対に関する意見書提出を求める請願 全員賛成 採　　 択

第 ９ 号 TPPの参加に反対する請願 全員賛成 採　　 択

議員提出議案

番 号 件　　　　　　　　名 採決結果 議決結果

第 ７ 号 TPP交渉参加反対に関する意見書 全員賛成 原案可決

第 ８ 号 環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）の加入に反対する意見書 全員賛成 原案可決

第 ９ 号 地方財政の充実を求める意見書 全員賛成 原案可決

第 1 0 号 新たな経済対策を求める意見書 全員賛成 原案可決

第 1 1 号 米価下落への緊急対策を求める意見書 全員賛成 原案可決

第 1 2 号 尖閣諸島沖における中国漁船衝突事件に関する意見書 全員賛成 原案可決

第 1 3 号 選択的夫婦別姓制度の導入に反対する意見書 賛成多数 原案可決

※議案書や請願書、陳情書を守谷市議会のホームページで閲覧することができます（PDFファイル）。
　ファイルは、議案等が本会議で上程された後に掲載します。
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総
務
常
任
委
員
会

○
構　
　

成

委
員
長　

尾　

﨑　

靖　

男

副
委
員
長　

高　

梨　

恭　

子

委　
　

員　

高　

木　

和　

志

　

〃　
　

伯
耆
田　

富　

夫

　

〃　
　

松　

丸　

修　

久

　

〃　
　

又　

耒　

成　

人

○
所
管
事
務

　

総
務
部
（
総
務
課
、
秘
書
課
、

企
画
課
、
財
政
課
、
税
務
課
、

収
納
推
進
課
）
と
会
計
課
、
他

の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
務

審査結果

番　号 採決結果 審査結果

議案第７２号 全員賛成 原案可決

議案第７６号 全員賛成 原案可決

　

守
谷
市
は
、
平
成
24
年
２

月
に
市
制
施
行
10
周
年
を
迎

え
る
。
こ
の
た
び
、
市
の
永
続

的
な
発
展
を
願
う
市
民
か
ら

８
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、

そ
れ
を
充
当
し
て
守
谷
駅
前
広

場
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
制
作
す
る
。
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
２
年
間
の
継
続
事

業
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
時
計
機

能
を
付
属
さ
せ
る
た
め
、
更
に

寄
付
金
を
募
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

設
計
等
に
つ
い
て
は
寄
付

者
の
意
向
も
あ
る
た
め
、
今
後

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

問　

い
つ
設
置
す
る
の
か
。

答　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
で
検
討
す
る
。

【
議
案
第
76
号
の
主
な
内
容
】

オ
ル
ゴ
ー
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

制
作―

市
制
10
周
年
記
念

　

モ
コ
バ
ス
を
運
営
す
る
守
谷

市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
交
付
さ
れ
る
国
か
ら
の
補

モ
コ
バ
ス
運
営
費
を
増
額
補
正

国
か
ら
の
補
助
金
減
額
の
た
め

移
行
に
よ
る
CO2
削
減
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
社
会
の
実
現
、
交

通
網
の
充
実
に
よ
る
地
域
の
賑

わ
い
や
活
性
化
な
ど
を
目
的
と

す
る
法
律
で
あ
る
。

意
見　

モ
コ
バ
ス
の
利
用
者
を

増
や
す
た
め
、
料
金
の
値
下
げ

を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

助
金
（
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
総
合
事
業
費
補
助
金
）が
、

当
初
よ
り
下
回
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
市
が
７
０
０
万
５
千

円
を
補
充
す
る
。

　

市
か
ら
協
議
会
へ
の
支
出

（
負
担
金
）
は
、
計
８
３
４
５

万
３
千
円
と
な
る
。

問　

モ
コ
バ
ス
は
、
地
域
公
共

交
通
の
実
証
実
験
と
し
て
、
国

か
ら
の
補
助
を
受
け
、
平
成
21

年
度
か
ら
３
年
間
運
行
す
る
。

平
成
23
年
度
の
交
付
金
も
減
額

さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。

答　

国
の
地
域
公
共
交
通
活
性

化
再
生
総
合
事
業
が
「
事
業
仕

分
け
」の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

問　

協
議
会
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

国
は
交
通
基
本
法
の
制
定

を
検
討
し
て
お
り
、
協
議
会
な

ど
の
組
織
は
平
成
23
年
度
以
降

も
継
続
さ
れ
る
と
思
う
。

交
通
基
本
法･･･

地
域
公
共
交

通
の
維
持
・
再
生
に
よ
る
交
通

格
差（
自
家
用
車
の
有
無
な
ど
）

の
解
消
、
誰
も
が
多
様
な
交
通

機
関
を
用
い
て
移
動
す
る
こ
と

の
で
き
る
「
移
動
権
」
の
保
障
、

自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
の

　

地
方
交
付
税
の
普
通
交
付
税

は
、
基
準
と
な
る
市
の
収
入
額

が
需
要
額
を
上
回
る
場
合
は
交

付
さ
れ
な
い
。

　

守
谷
市
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
５
年
間
不
交
付
団
体
で
あ
っ

た
が
、
個
人
所
得
の
落
ち
込
み

に
よ
る
税
収
減
等
に
よ
り
22
年

度
は
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
財
政
計
画
で
は
23
年
度
以

降
も
５
年
間
、
毎
年
約
１
億
円

が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
。

普
通
交
付
税
１
億
７
２
６
０
万

６
千
円
が
国
か
ら
交
付

　

個
人
市
民
税
（
現
年
課
税
分

所
得
割
）
が
、
２
億
９
７
６
９
万

６
千
円
の
減
額
補
正
と
な
っ
た
。
景

気
の
低
迷
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の

個
人
所
得
割
税
額
が
予
想
以
上
に

減
少
（
約
７
％
）
し
た
た
め
で
あ
る
。

個
人
市
民
税
が
大
幅
に
減
収

視
察
研
修
報
告

平
成
22
年
11
月
８
日
（
月
）

福
島
県
本
宮
市

「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実
・

バ
ス
路
線
網
の
整
備
」

　

本
宮
市
で
は
、
路
線
バ
ス
の

廃
止
を
契
機
に
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
、「
市
営
バ
ス
」
と
「
広

域
生
活
バ
ス
」
に
加
え
、
新
た

に「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」・「
市

街
地
巡
回
バ
ス
」・「
通
勤
通
学

バ
ス
」
を
運
行
し
、
そ
の
運
営

を
商
工
会
に
委
託
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
運
行
経
費
を
維

持
し
つ
つ
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

運
行
時
間
や
地
域
を
限
定
し
、

利
用
目
的
に
合
わ
せ
た
、
き
め

細
か
な
運
営
を
し
て
い
る
。
経

費
軽
減
の
た
め
、
１
台
の
バ
ス

を
効
率
的
に
使
用
し
て
い
た
。

平
成
22
年
11
月
９
日
（
火
）

福
島
県
二
本
松
市

「
市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動

計
画
」

　

平
成
17
年
度
か
ら
の
５
年
間

で
、
計
画
の
約
24
億
円
を
大
き

く
上
回
る
約
42
億
円
の
財
政
効

果
を
も
た
ら
し
た
。
主
な
取
り

組
み
は
、
職
員
数
の
適
正
化
や

職
員
給
与
・
補
助
金
・
事
務
事

業
の
見
直
し
、
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
、
市
収
入
の
向
上
な
ど
で

あ
る
。
計
１
０
１
の
改
革
項
目

を
設
定
し
、
真
剣
に
取
り
組
む

姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

「
二
本
松
市
議
会
・
行
財
政
改

革
調
査
特
別
委
員
会
」

　

平
成
18
年
７
月
、
二
本
松
市

は
毎
年
20
億
円
程
度
の
財
源
不

足
と
な
る
と
の
説
明
を
受
け
、

市
議
会
と
し
て
市
の
財
政
状
況

を
調
査
す
る
必
要
性
か
ら
特
別

委
員
会
を
設
置
し
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
22
年
ま
で
33

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
市
の

行
財
政
改
革
の
内
容
ば
か
り
で

な
く
、
議
員
定
数
や
議
員
報
酬

な
ど
議
会
改
革
に
つ
い
て
も
検

討
を
重
ね
て
い
た
。

二本松市役所
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都
市
経
済
常
任
委
員
会

○
構　
　

成

委
員
長　

唐
木
田　

幸　

司

副
委
員
長　

浅　

川　

利　

夫

委　
　

員　

酒　

井　

弘　

仁

　

〃　
　

川　

名　

敏　

子

　

〃　
　

梅　

木　

伸　

治

　

〃　
　

中　

田　

孝
太
郎

　

〃　
　

倉　

持　
　
　

洋

○
所
管
事
務

　

生
活
経
済
部
（
市
民
協
働
推

進
課
、
総
合
窓
口
課
、
経
済
課
、

生
活
環
境
課
）、
都
市
整
備
部

（
都
市
計
画
課
、
建
設
課
）、
農

業
委
員
会
、
上
下
水
道
事
務
所

審査結果
番　号 採決結果 審査結果

議案第７５号 全員賛成 原案可決
議案第７６号 全員賛成 原案可決
議案第７８号 全員賛成 原案可決
議案第７９号 全員賛成 原案可決
議案第８２号 全員賛成 原案可決
議案第８３号 全員賛成 原案可決

受理番号第８号（請願） 全員賛成 採　　択
受理番号第９号（請願） 全員賛成 採　　択

　

平
成
23
年
３
・
４
月
分
か
ら
、

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用

料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納

付
で
き
る
よ
う
に
、
関
係
条
例

を
改
正
す
る
。

意
見　

カ
ー
ド
払
い
の
経
費

（
手
数
料
）
を
口
座
振
替
払
い

な
ど
と
比
較
し
、
市
民
に
周
知

す
る
必
要
が
あ
る
。

上
下
水
道
料
金
も
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
払
い
が
可
能

（
議
案
第
75
号
）

　

守
谷
駅
前
の
「
ア
ワ
ー
ズ
も

り
や
」
の
管
理
会
社
が
、
平
成

23
年
１
月
末
で
撤
退
す
る
た

め
、
２
月
・
３
月
の
管
理
委
託

料
３
３
７
万
１
千
円
を
増
額
す

る
（
駅
前
賑
わ
い
創
出
事
業
）。

問　

保
育
施
設
の
誘
致
は
。

答　

平
成
22
年
11
月
現
在
、
契

約
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
、

平
成
23
年
４
月
の
開
園
に
向
け

て
調
整
中
で
あ
る
。

【
議
案
第
76
号
の
主
な
内
容
】

ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
に
保
育
施
設

平
成
23
年
４
月
開
園
予
定

　

平
成
20
年
に
発
生
し
た
ゲ
リ

ラ
豪
雨
対
策
の
た
め
、市
役
所
・

郷
州
小
学
校
・
松
前
台
小
学

校
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
。

リ
ー
ス
料
25
万
６
千
円
増
額
。

デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
…
災
害

の
発
生
に
よ
り
電
話
な
ど
が
使

用
不
能
と
な
っ
た
と
き
に
、
情

報
の
収
集
・
伝
達
の
た
め
活
用

す
る
無
線
。

テ
レ
メ
ー
タ
ー
…
遠
隔
地
か
ら

伝
送
さ
れ
た
測
定
量
を
計
測
・

記
録
す
る
装
置
。

市
内
３
箇
所
に
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線

雨
量
テ
レ
メ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

　

茨
城
県
の
か
ん
が
い
排
水
事

業
で
、
菅
生
沼
地
区
と
大
野
地

区
に
あ
る
老
朽
化
し
た
用
排
水

施
設
を
改
修
す
る
。負
担
率
は
、

県
37
・
５
％
、
市
37
・
５
％
、

地
元
が
25
％
で
あ
る
。

か
ん
が
い
排
水
事
業
…
農
業
用

水
の
確
保
や
排
水
の
た
め
、
施

設
の
新
設
・
管
理
・
廃
止
・
変

更
を
行
う
事
業
。

用
排
水
施
設
改
修
の
た
め　

負
担
金
１
３
０
万
５
千
円
増
額

　

委
託
業
務
の
中
で
、
下
水
汚

泥
は
堆
肥
化
と
セ
メ
ン
ト
原
料

と
し
て
処
分
し
、
管
路
管
理
は

３
年
間
で
劣
化
調
査
や
修
繕
計

画
の
立
案
な
ど
を
集
中
的
に
行

う
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

公
共
下
水
道
事
業

汚
泥
の
処
理
と
管
路
管
理
は
？

（
議
案
第
79
号
）

　

日
本
政
府
は
、
関
税
を
撤
廃

し
完
全
貿
易
自
由
化
を
目
指
す

「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」
交
渉
へ
の

参
加
を
検
討
し
て
い
る
。

　

平
成
22
年
11
月
、
守
谷
市
議

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
請
願

２
件
を
採
択

（
受
理
番
号
第
８
号
・
第
９
号
）

会
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加

を
反
対
し
、
政
府
・
国
会
に
意

見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
が
提

出
さ
れ
た
。

意
見　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
工
業
製
品
に

は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
農
業
に

は
大
き
な
損
失
と
な
り
、
食
料

自
給
率
の
低
下
も
予
想
さ
れ
る
。

意
見　

農
家
へ
の
説
明
が
足
り

ず
、農
業
支
援
策
も
必
要
で
あ
る
。

　

審
査
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
採
択
す
る
こ
と
と
し
た
。
委

員
会
提
案
と
し
て
、
次
の
意
見

書
を
政
府
・
国
会
に
提
出
す
る

議
案
を
議
長
に
提
出
し
た
。

TPP交渉参加反対に関する意見書
　人間の生命に不可欠な食料の供給が世界的な危機に直面し、地球上では９億
人が慢性的な飢餓と貧困に陥っています。そして、世界では食料及び農地の争
奪が起きております。
　瑞穂の国である我が国は、国土の隅々にまで美しい農山漁村が展開し、領土
が保全され、農山漁村に住む人々が、伝統文化を守りながら、安全・安心な食
料を供給している、これがこの国のかたちであります。
　政府は、米国、豪州など９カ国が行うTPP（環太平洋戦略的経済連携協定）
交渉への参加を検討していますが、TPPは関税撤廃の例外措置を認めない完全
な貿易自由化を目指した交渉であります。
　工業製品の輸出拡大や資源の安定確保を否定するものではありません。しか
し、この国が貿易立国として発展してきた結果、我が国は世界で最も開かれた
農産物純輸入国となり、食料自給率は著しく低下しました。
　例外を認めないＴＰＰを締結すれば、農産物輸入が激増し日本農業は壊滅し
ます。茨城県における影響額も米が775億円減少（減少率90％）、豚肉は290億
円（減少率70％）、牛乳は85億円（減少率90％）等、主要農産物合計で1,240億
円（減少率29％）を超える生産縮小が想定されます。さらに関連産業は廃業し、
地方の雇用も失われます。これでは、国民・県民の圧倒的多数が望む食料自給
率の向上は到底不可能であります。
　EPA（経済連携協定）は、交渉参加国の相互発展と繁栄を本来の目的とす
べきであります。我が国がＴＰＰ交渉に参加しても、この目的は達成できませ
ん。
　したがって、守谷市議会は、農業及び多業種に関するすべての国民が納得で
きる形での施策をまず行うことが不可欠と考え、我が国の食料安全保障と両立
できないTPP交渉に現状での参加に反対であり、断じて認めることはできませ
ん。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）の加入に反対する意見書

　菅首相は、臨時国会の冒頭、所信表明演説で「環太平洋戦略的経済連携協定
（TPP）交渉への参加を検討し、アジア太平洋自由貿易圏の構築をめざす」と
突如表明しました。そして、11月はじめにも、APEC（アジア太平洋経済協力）
首脳会議にのぞむ政府の基本方針を作成すると報道されています。
　これは、11月13日から14日に横浜市で開催されたAPEC首脳会議で日本が議
長国を務めたことから、これを機に6月に閣議決定した「新成長戦略」で提唱
したEPA（経済連携協定）・FTA（自由貿易協定）自由化路線を一気に加速さ
せようとするものです。
　菅首相が参加を検討しているTPPは、原則すべての品目の関税を撤廃し、例
外なく自由化させる協定です。すでに農林水産省が試算しているように、わが
国の食料自給率は40％から14％に急落し、米の生産量は90％減、砂糖、小麦は
ほぼ壊滅することになります。25日に公表した北海道庁の試算でも、地域経済
への影響額は２兆1,254億円に及び、農家戸数は3万3,000戸減少することが示さ
れています。
　このように、日本における米や乳製品、牛肉、砂糖、小麦などの重要品目が
例外なしの関税撤廃となれば、日本農業と地域経済に与える影響はきわめて甚
大です。国民の圧倒的多数が願っている食料自給率の向上とＴＰＰ交渉への参
加は両立しえないものであります。
　農業や多業種に関連するすべての国民が納得できる施策を行わない現状での
ＴＰＰ参加は断固反対します。守谷市議会は、各国の「食糧主権」を尊重した
貿易ルール作りを要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
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文
教
福
祉
常
任
委
員
会

○
構　
　

成

委
員
長　

市　

川　

和　

代

副
委
員
長　

山　

﨑　

裕　

子

委　
　

員　

鈴　

木　
　
　

榮

　

〃　
　

高　

橋　

典　

久

　

〃　
　

佐　

藤　

弘　

子

　

〃　
　

平　

野　

寿　

朗

　

〃　
　

山　

田　

清　

美

○
所
管
事
務

　

保
健
福
祉
部（
社
会
福
祉
課
、

児
童
福
祉
課
、
介
護
福
祉
課
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、国
保
年
金
課
）

と
教
育
委
員
会（
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
指
導
室
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
）

審査結果
番　号 採決結果 審査結果

議案第７３号 全員賛成 原案可決
議案第７４号 賛成なし 原案否決
議案第７６号 賛成多数 原案可決
議案第７７号 賛成多数 原案可決
議案第８０号 賛成多数 原案可決
議案第８１号 賛成多数 原案可決

　

公
民
館
を
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
・
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
条
例
を
改
正
す
る
。

指
定
管
理
者
制
度
…
公
共
施
設

の
管
理
・
運
営
を
、
民
間
企
業

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
包
括
的

に
代
行
さ
せ
る
制
度
。
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
管
理
運
営
費
の
削

減
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

問　

営
利
使
用
が
多
く
な
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
が
制
限
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

サ
ー
ク
ル
の
使
用
に
つ
い

て
は
現
状
を
維
持
す
る
。

問　

公
民
館
ま
つ
り
等
の
事
業

は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
を
募
集
す
る

際
の
要
項
に
、
事
業
実
施
の
責

務
を
定
め
る
予
定
で
あ
る
。

問　

運
営
経
費
が
減
ら
な
い
の

な
ら
、
市
の
職
員
で
管
理
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　

同
じ
コ
ス
ト
で
民
間
事
業

者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

公
民
館
に
も
指
定
管
理
者
制
度

（
議
案
第
73
号
）

意
見　

自
治
会
や
町
内
会
な
ど

の
地
元
の
団
体
が
、
指
定
管
理

の
一
部
に
参
画
で
き
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
内
に
あ
る

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
さ
ら
に
活

用
で
き
る
よ
う
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
現
行
条
例
）
市
民
に
芸
術
、
文

化
に
関
す
る
作
品
等
の
展
示
及

び
鑑
賞
の
場
並
び
に
市
民
文
化

の
交
流
の
場
を
提
供
し
、
も
っ

て
市
民
の
芸
術
、
文
化
の
振
興

及
び
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（
改
正
案
）
守
谷
市
の
産
業
、

経
済
及
び
文
化
の
向
上
と
市
民

の
福
祉
増
進
を
図
り
、
市
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

問　

な
ん
で
も
全
て
許
可
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
。

答　

利
用
者
は
あ
く
ま
で
も
市

民
で
あ
る
が
、
芸
術
文
化
以
外

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

問　

ど
の
よ
う
な
も
の
が
不
許

可
と
な
る
の
か
。

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
管
理
に

関
す
る
条
例
改
正
案
を
否
決

（
議
案
第
74
号
）

答　

公
共
施
設
な
の
で
、
宗
教

目
的
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
は
許
可
し
な
い
。
ま
た
、
物

品
販
売
が
目
的
の
も
の
も
不
許

可
と
す
る
。

意
見　

改
正
す
る
意
図
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

意
見　

利
用
率
は
高
い
の
で
、

現
状
の
ま
ま
で
も
良
い
の
で
は
。

　

生
活
保
護
世
帯
の
増
加
に
よ

り
、
扶
助
費
を
１
６
２
５
万
円

増
額
す
る
。
生
活
保
護
世
帯

数
は
、
平
成
22
年
11
月
末
現
在

で
１
１
５
世
帯
１
６
３
人
で
あ

る
。 生

活
保
護
世
帯
が
増
加

（
議
案
第
76
号
）

　

保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る

市
民
が
増
加
し
た
た
め
、
民
間

保
育
所
委
託
費
と
乳
幼
児
保
育

室
事
業
費
を
２
９
２
１
万
４
千

円
増
額
す
る
。

問　

待
機
児
童
へ
の
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
民
間
保
育
所
を
公

募
す
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
て

い
る
。

保
育
所
の
希
望
者
が
増
加

委
託
料
を
増
額（

議
案
第
76
号
）

　

子
ど
も
の
健
康
保
持
と
疾
病

予
防
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
県
内
で
初

と
な
る
５
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

費
用
の
全
額
助
成
を
行
う
。
委

託
料
等
で
、
約
１
億
４
千
万
円

を
増
額
補
正
す
る
。
対
象
と
な

る
ワ
ク
チ
ン
は
次
の
５
種
類
で

あ
る
。

①
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

②
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

③
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

④
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

⑤
水
ぼ
う
そ
う
ワ
ク
チ
ン

　

平
成
23
年
１
月
１
日
接
種
分

か
ら
助
成
対
象
と
な
る
。

５
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
を

全
額
助
成 

（
議
案
第
76
号
）

　

理
科
支
援
員
配
置
事
業
と

は
、
外
部
の
有
用
な
人
材
を
小

学
校
５
、６
年
生
の
理
科
の
授
業

に
配
置
し
、
授
業
内
容
の
充
実

と
教
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
独
立
行
政

法
人
「
科
学
技
術
振
興
機
構
」

が
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
業

務
委
託
し
、
小
学
校
か
ら
の
要

小
学
校
理
科
支
援
員
配
置
事
業

県
か
ら
の
事
業
委
託
金
が
減
額

（
議
案
第
76
号
）

望
に
応
じ
て
人
員
を
配
置
す
る
。

　

県
か
ら
の
委
託
金
が
減
額
さ

れ
た
た
め
、
市
の
事
業
費
を

57
万
２
千
円
減
額
す
る
。

問　

委
託
金
減
額
の
理
由
は
。

答　

事
業
仕
分
け
に
よ
り
、
機

構
の
事
業
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と

が
要
因
で
は
な
い
か
。

　

指
定
管
理
期
間
が
平
成
23
年

３
月
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
に
よ
り
、
同
年
４
月
か
ら
５

年
間
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

関
し
、
議
会
の
同
意
を
得
る
も

の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
は
次
の

と
お
り
。
両
事
業
者
と
も
継
続

し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
…
「
株

式
会
社
こ
ど
も
の
森
」

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
…
「
ア
ク

テ
ィ
オ
株
式
会
社
」

問　

指
定
管
理
期
間
を
５
年
間

に
延
長
し
た
理
由
は
。

答　

前
回
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
っ
た
た
め
３
年
と
し
た
。
今

回
は
、
安
定
し
た
施
設
の
運
営

を
す
る
た
め
５
年
間
と
し
た
。

南
守
谷
児
童
セ
ン
タ
ー
・
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
を

継
続 

（
議
案
第
80
・
81
号
）
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一  般  質  問  の  要  旨
通　告　事　項

高
齢
化
を
迎
え
る
住
宅
地
の
問
題
に
つ
い
て

高
梨　

恭
子　

議
員

空
き
家
に
つ
い
て

高
梨　

市
内
の
空
き
家
数
は
。

生
活
経
済
部
次
長　

総
務
省
の

統
計
で
、
平
成
15
年
は
１
５
８

０
軒
（
８・
５
％
）、
平
成
20
年

は
１
６
４
０
軒
（
７・５
％
）
で

あ
る
。
割
合
は
低
下
し
て
い
る

が
、
60
軒
の
増
で
あ
る
。

高
梨　

下
ヶ
戸
地
区
で
空
き
家

利
用
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
８
月

か
ら
開
始
。
利
用
状
況
は
。

生
活
経
済
部
次
長　

町
内
会
か

ら
の
申
請
で
、
週
３
回
、
子
供

会
や
老
人
会
等
で
利
用
し
て
い

る
。
今
後
も
子
育
て
中
の
母
親

や
高
齢
者
が
活
用
す
る
予
定
。

独
居
世
帯
に
つ
い
て

高
梨　

世
帯
数
と
高
齢
化
率
は
。

保
健
福
祉
部
長　

市
内
５
０
４

軒
、
み
ず
き
野
48
軒
。
高
齢
化

率
は
、
市
内
14
・
４
％
、
み
ず

き
野
15
・
５
％
で
あ
る
。

高
梨　

独
居
世
帯
へ
の
施
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　

通
報
が
あ
っ

た
場
合
に
は
訪
問
し
、
家
族
へ

の
連
絡
や
介
護
保
険
の
加
入
促

進
及
び
認
定
、
配
食
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
す
る
。

高
梨　

私
の
両
親
は
埼
玉
県
で

高
齢
者
二
人
暮
ら
し
。
独
居
予

備
軍
だ
。
市
か
ら
救
急
医
療
情

報
セ
ッ
ト
が
配
ら
れ
た
。
医
療

の
個
人
情
報
を
筒
の
中
に
入

れ
、
各
家
庭
の
冷
蔵
庫
に
入
れ

て
お
く
と
い
う
も
の
。
両
親
は

い
ざ
と
い
う
と
き
の
安
心
を
得

た
と
話
し
て
い
る
。
守
谷
市
で

も
導
入
し
て
も
ら
い
た
い

民
生
委
員
の
役
割
り

高
梨　

民
生
委
員
の
人
数
と
受

持
ち
世
帯
数
を
聞
き
た
い
。

保
健
福
祉
部
次
長　

現
在
87
名

だ
が
12
月
よ
り
２
名
増
員
す

る
。
受
持
ち
世
帯
は
、
多
い
方

で
７
５
０
世
帯
、
少
な
い
方
で

も
１
０
０
世
帯
を
み
て
い
る
。

高
梨　

大
変
な
任
務
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
た
い
。

ペ
ッ
ト
の
増
加

高
梨　

登
録
犬
数
と
狂
犬
病
予

防
接
種
率
、
ク
レ
ー
ム
等
は
。

生
活
経
済
部
長　

登
録
は
４
３

９
７
頭
で
、
接
種
率
は
83
％
、

ク
レ
ー
ム
は
鳴
き
声
や
糞
処
理
。

高
梨　

マ
ナ
ー
向
上
を
望
む
。

霊
園
（
墓
地
）
建
設
に

つ
い
て

高
梨　

本
町
金
ヶ
崎
で
墓
地
反

対
の
旗
が
立
ち
始
め
た
が
。

生
活
経
済
部
長　

ま
だ
、
建
設

の
申
請
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
近
隣
市
で
の
計
画
は
聞

い
て
い
な
い
。

高
梨　

９
月
に
地
元
説
明
会
が

開
催
さ
れ
、資
料
を
入
手
し
た
。

８
２
０
０
坪
の
土
地
に
４
２
０

０
基
の
墓
、
数
メ
ー
ト
ル
の
土

盛
り
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
造

成
の
法
的
手
続
き
や
許
認
可
の

具
体
的
方
法
は
。

生
活
経
済
部
長　

開
発
を
行
う

場
合
は
、
都
市
計
画
法
や
条
例

に
基
づ
く
こ
と
に
な
る
。

高
梨　

10
月
頃
、
早
朝
か
ら
重

機
が
入
っ
て
作
業
が
行
わ
れ
、

近
隣
の
方
に
不
安
が
広
が
っ
た

よ
う
に
聞
い
て
い
る
。

　

市
は
、
適
切
な
指
導
や
措
置

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

１番　高梨　恭子　議員
　１．高齢化住宅地問題
　２．霊園（墓地）建設

２番　梅木　伸治　議員
　１．市議会議員選挙公費負担
　２．堆肥化事業

３番　浅川　利夫　議員
　１．地場産業（農業）を元気に
　２．予防接種の現状
　３．イベントの統廃合

４番　山﨑　裕子　議員
　１．児童クラブ対象者拡大
　２．子育て支援の充実
　３．防犯への取組み強化

５番　高木　和志　議員
　１．里地里山の保全活用
　２．買い物弱者対策
　３．アレルギー配慮の給食を
　４．戸籍等不正請求防止
　５．事務事業評価

６番　川名　敏子　議員
　１．図書に親しむまちづくり
　２．チャイルドファースト
　３．健康対策日本一
　４．校庭・園庭の芝生化

７番　松丸　修久　議員
　１．新年度予算

８番　鈴木　　榮　議員
　１．夢彩都フェスタ
　２．市制施行10周年行事
　３．高齢者の交通事故防止対策

９番　市川　和代　議員
　１．行政評価
　２．高齢者支援
　３．ＨＴＬＶ－１母子感染予防

10番　酒井　弘仁　議員
　１．雇用対策の取組み
　２．防災、災害等の被害意識
　３．専決処分について

11番　佐藤　弘子　議員
　１．福祉の充実
　２．利根左岸問題
　３．公園等整備
　４．国保税値下げ
　５．防犯灯、街路灯
　６．教育問題

12番　尾﨑　靖男　議員
　１．予算編成と財政再建
　２．行政評価と予算削減
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選
挙
に
お
け
る
公
費
負
担
の
削
減
を

梅
木　

伸
治　

議
員

梅
木　

選
挙
に
際
し
、
市
の
負

担
と
し
て
自
動
車
・
燃
料
・
運

転
手
の
労
務
費
・
ポ
ス
タ
ー

代
・
は
が
き
郵
送
料
が
出
さ
れ

て
い
る
。
持
論
と
し
て
、
は
が

き
は
不
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。は
が
き
以
外
の
金
額
は
、

市
の
裁
量
で
決
定
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
金
額
を
決

定
す
る
ま
で
の
経
緯
は
。

総
務
部
長　

公
職
選
挙
法
で
そ

れ
ら
の
費
用
を
無
料
（
自
己
負

担
分
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
市
制
施

行
時
に
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

梅
木　

一
日
当
た
り
、
自
動
車

は
１
万
５
３
０
０
円
、
運
転

手
１
万
２
５
０
０
円
、
燃
料

代
７
３
５
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
前
回
の
選
挙
時
の
燃
料
単

価
が
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

研
究
所
で
の
調
べ
で
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
が
１
２
５
円
、
関
東
局
で

は
１
０
９
円
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
当
時
の
市
の
単
価
は

１
５
０
円
で
あ
っ
た
。
単
価
の

差
が
あ
り
す
ぎ
る
と
思
う
。
ま

た
、
安
い
燃
料
を
入
れ
て
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可

能
と
な
る
。
守
谷
市
内
の
ス
タ

ン
ド
と
市
が
直
接
契
約
し
、
統

一
し
た
金
額
と
し
た
方
が
明
朗

な
会
計
に
な
る
と
思
う
。

総
務
部
長　

条
例
制
定
か
ら
９

年
が
経
過
し
て
い
る
。
平
成
23

年
度
に
は
、
内
容
を
精
査
し
、

条
例
の
改
正
や
そ
れ
に
伴
う
予

算
編
成
を
検
討
し
た
い
。

梅
木　

燃
料
代
の
負
担
は
、
過

去
の
全
議
員
の
料
金
経
費
を
見

て
も
、
20
％
カ
ッ
ト
し
て
も
支

障
を
来
す
こ
と
に
な
ら
な
い
と

思
う
。
近
隣
の
状
況
等
を
精
査

し
て
、
無
駄
な
予
算
を
つ
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

生
ご
み
堆
肥
化
事
業

梅
木　

生
ご
み
を
堆
肥
化
し
た

場
合
と
焼
却
で
は
、
コ
ス
ト
は

ど
の
く
ら
い
違
う
の
か
。

生
活
経
済
部
長　

焼
却
で
は
１

ト
ン
あ
た
り
約
４
万
円
、
堆
肥

化
だ
と
約
13
万
円
に
な
る
。
平

成
21
年
度
の
コ
ス
ト
は
、
昨
年

度
よ
り
５
万
円
削
減
で
き
た
。

来
年
度
は
、
19
％
程
度
の
経
費

削
減
が
図
れ
る
と
思
う
。

梅
木　

焼
却
よ
り
堆
肥
化
が
当

然
良
い
。
現
在
の
処
理
能
力
は

ど
の
く
ら
い
か
。

生
活
経
済
部
長　

１
日
最
大
で

３
・
８
ト
ン
で
、
現
在
は
１
日

あ
た
り
２
・
２
ト
ン
が
処
理
さ

れ
て
い
る
。

梅
木　

３
億
円
か
け
た
施
設
な

の
で
最
大
に
活
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
経
費
の
増
額
は

避
け
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ

で
、
現
在
の
回
収
方
法
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

回
収
地
域
に
行
く
途
中
で
、
他

の
協
力
家
庭
の
分
も
回
収
す
れ

ば
、
新
た
に
燃
料
費
や
走
行
距

離
が
伸
び
る
こ
と
は
な
い
。
現

在
の
コ
ス
ト
で
回
収
量
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
更
に
経
費
が

削
減
さ
れ
る
。

生
活
経
済
部
長　

自
治
会
の
参

加
率
の
増
加
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

回
収
な
ど
を
検
討
し
、
よ
り
良

い
回
収
方
法
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
図
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

地
場
産
業（
農
業
）を
元
気
に「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
備
え
よ
う
」

浅
川　

利
夫　

議
員

浅
川　

守
谷
市
の
農
業
を
元
気

に
す
る
方
策
、
取
組
み
は
。

生
活
経
済
部
長　

行
政
が
取
り

組
ん
で
い
る
主
な
事
業
は
６
点
。

①
認
定
農
業
者
の
支
援
。
②
守

谷
土
地
改
良
区
内
の
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
。③
農
地・水・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
。
④

小
絹
用
水
機
場
の
改
修
事
業
。

⑤
農
業
水
利
施
設
長
寿
命
化
事

業
。
⑥
用
水
施
設
維
持
管
理
適

正
化
事
業
。
各
種
施
策
を
設
け

農
地
を
保
全
し
、
担
い
手
や
認

定
農
業
者
を
支
援
す
る
。

浅
川　

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
中
、

農
業
改
革
や
コ
ス
ト
削
減
の
本

気
度
が
問
わ
れ
る
。
私
の
持
論

は
、
農
地
集
約
を
進
め
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
。
今
回
農
地
利
用

集
積
事
業
が
行
政
区
単
位
で
進

め
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

生
活
経
済
部
長　

集
積
化
に
つ

い
て
法
改
正
さ
れ
、
市
が
事
務

局
で
あ
る
「
守
谷
市
地
域
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
が

農
業
協
同
組
合
と
同
様
に
農
地

集
約
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

浅
川　

集
積
後
に
、
畦
を
取
り

払
う
等
の
使
い
勝
手
の
よ
い
農

地
に
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

生
活
経
済
部
長　

市
で
畦
畔
を

取
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

市
長　

す
ぐ
に
畦
を
取
り
払
う

事
は
困
難
だ
が
、
そ
れ
ら
を
含

め
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
農
地

集
約
や
少
人
数
で
で
き
る
農
業

な
ど
、
行
政
や
改
良
区
が
一
体

と
な
っ
て
進
め
る
べ
き
と
思
う
。

守
谷
市
の
予
防
接
種
の

現
状
は

浅
川　

守
谷
市
が
５
種
類
の
ワ

ク
チ
ン
（
①
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
②

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
③

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
④
お
た

ふ
く
風
邪
ワ
ク
チ
ン
⑤
水
痘
ワ

ク
チ
ン
）
を
住
民
負
担
な
し
で

接
種
可
能
に
し
た
の
は
、
全
国

自
治
体
の
中
で
も
類
を
見
な
い

快
挙
で
あ
る
。
行
政
措
置
接
種

は
、
接
種
を
請
け
負
う
医
師
や

接
種
を
受
け
る
人
に
と
っ
て
も

画
期
的
な
医
療
事
故
の
補
償
と

い
え
る
。
市
の
予
防
接
種
制
度

の
概
要
を
聞
き
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

国
の
法
律
に

基
づ
き
無
料
で
受
け
ら
れ
る
定

期
予
防
接
種
と
希
望
者
が
有
料

で
受
け
る
任
意
予
防
接
種
、
守

谷
市
が
救
済
的
に
行
う
行
政
措

置
接
種
の
３
種
類
が
あ
る
。

浅
川　

さ
ら
に
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
、肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
へ
の
補
助
の
拡

大
を
要
望
す
る
。

市
が
か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト

の
統
廃
合
に
つ
い
て

浅
川　

２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
統

廃
合
さ
れ
た
。
そ
こ
で
市
の
イ

ベ
ン
ト
の
種
類
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

総
務
部
長　

市
主
催
が
21
、
各

団
体
と
の
共
催
が
15
、
合
計
36

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。

生
活
経
済
部
長　

効
果
と
し
て

は
、
費
用
面
は
あ
ま
り
変
化
な

い
が
、
来
場
者
は
増
加
し
、
従

事
す
る
職
員
数
は
減
少
で
き
た
。

浅
川　

今
回
の
実
績
を
踏
ま

え
、今
後
の
統
廃
合
の
計
画
は
。

総
務
部
長　

今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
、

産
業
、
文
化
・
芸
術
の
三
つ
の
分

野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
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①
72
名
い
る
保
育
園
待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
。
保
育
園

な
ど
の
増
設
、
定
員
増
を
！ 

山
﨑　

裕
子　

議
員

山
﨑　

②
ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
内

保
育
施
設
に
、
各
保
育
園
に
バ

ス
で
送
迎
す
る
送
迎
保
育
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
部
長　

①
定
員
60
名

の
保
育
園
１
カ
所
を
誘
致
中
。

既
存
認
証
保
育
園
２
園
に
定
員

62
名
か
ら
98
名
へ
の
増
員
を
要

請
。
認
可
外
保
育
園
の
建
設
の

話
を
聞
い
て
い
る
。

②
送
迎
保
育
の
予
定
は
な
い
。

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
対
象
を

小
学
４
年
生
以
上
に
拡
大
を
！

山
﨑　

現
在
小
学
３
年
生
の
利

用
者
数
は
１
１
６
名
だ
が
、
４

年
生
以
上
は
利
用
で
き
ず
保
護

者
は
困
っ
て
い
る
。
４
年
生
以

降
も
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

教
育
次
長　

４
年
生
ま
で
の
要

望
は
あ
る
。
保
育
室
と
指
導
員

が
確
保
が
で
き
れ
ば
４
年
生
ま

で
拡
大
し
た
い
が
、
現
状
で
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

幼
稚
園
、
保
育
園
の
保
育
料

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
！

山
﨑　

授
業
料
が
無
料
の
小
、

中
、
高
校
と
違
い
、
幼
稚
園
、

保
育
園
は
所
得
に
応
じ
保
育
料

が
月
に
数
万
円
か
か
る
。
負
担

を
減
ら
し
て
ほ
し
い
。

保
健
福
祉
部
長　

１
人
当
た
り

年
間
約
80
万
円
を
補
助
し
て
い

る
。
児
童
数
も
増
加
し
、
子
育

て
に
関
連
す
る
支
出
も
増
え
て

お
り
、
軽
減
は
で
き
な
い
。

市
長　

３
人
目
以
降
の
保
育
料

無
料
は
、
子
ど
も
手
当
の
支
給

に
よ
り
見
送
っ
た
。か
わ
り
に
、

子
宮
頸
が
ん
等
５
ワ
ク
チ
ン
を

無
料
化
す
る
。

山
﨑　

子
宮
頸
が
ん
の
助
成
を

国
が
や
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
市

は
そ
の
経
費
を
子
育
て
の
施
策

に
回
し
て
も
ら
い
た
い
。

総
合
的
な
防
犯
対
策
を

山
﨑　

守
谷
は
県
内
で
犯
罪
率

ワ
ー
ス
ト
10
位
。
自
転
車
盗
難

が
ワ
ー
ス
ト
１
位
。
都
心
か
ら

守
谷
に
不
審
者
も
来
る
。「
①

警
察
署
の
誘
致
や
警
察
官
・
Ｏ

Ｂ
の
増
員
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
増
加
」、「
②
守
谷
駅
に
交
番

な
ど
警
察
官
の
常
駐
」、「
③
防

犯
灯
の
増
設
」
な
ど
の
意
見
が

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

生
活
経
済
部
次
長　

①
警
察
官

Ｏ
Ｂ
２
名
を
防
犯
指
導
員
と
し

て
任
用
し
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
相
談
業
務
を
担
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
が
、
増
員
の
予
定
は
な

い
。
警
察
署
設
置
を
県
警
本
部

に
要
望
し
て
き
た
が
、
警
察
署

は
統
廃
合
を
進
め
て
お
り
、
警

察
署
の
誘
致
や
警
察
官
の
増
員

は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

②
市
内
に
は
交
番
が
３
箇
所
あ

り
、
守
谷
駅
の
近
く
に
に
も
交

番
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

③
防
犯
灯
は
必
要
な
所
か
ら
設

置
し
て
い
る
。

警
察
官
が
交
番
不
在
！

緊
急
時
に
不
安

生
活
経
済
部
次
長　

事
件
や
事

故
へ
の
対
応
で
不
在
の
時
が
あ

る
が
、
緊
急
時
に
は
他
の
交
番

か
ら
来
る
よ
う
な
連
絡
体
制
が

整
っ
て
い
る
。
現
在
の
治
安
状

況
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
は

交
番
に
要
望
し
て
い
る
。

山
﨑　

警
察
官
Ｏ
Ｂ
を
配
置
さ

せ
、
必
ず
常
駐
す
る
よ
う
万
全

な
体
制
を
要
望
す
る
。

里
地
里
山
を
保
全
し
活
用
し
よ
う
！

高
木　

和
志　

議
員

高
木　

守
谷
市
で
は
、
ど
の
よ

う
な
活
動
が
あ
る
か
。

生
活
経
済
部
長　

自
主
活
動
団

体
と
し
て
12
団
体
が
登
録
し
て

い
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得

て
、
休
耕
地
と
な
っ
た
谷
津
田

を
自
然
観
察
の
場
と
し
て
整

備
、
ま
た
、
清
掃
活
動
を
行
い

地
域
の
環
境
保
全
な
ど
に
努
め

て
い
る
。

　

行
政
で
は
、
総
合
計
画
や
緑

の
基
本
計
画
、
環
境
基
本
計
画

等
に
よ
り
、
環
境
保
全
や
緑
の

保
全
、
緑
化
の
推
進
・
啓
発
等

に
係
る
方
針
を
定
め
実
施
し
て

い
る
。

　

農
政
で
は
、
身
近
な
み
ど
り

整
備
推
進
事
業
に
よ
り
、
山
林

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
で
は
、
大
野
地
区
と
菅
生

沼
地
区
で
、
用
排
水
路
の
保
全

や
周
辺
の
除
草
と
清
掃
を
行

い
、
農
道
周
辺
に
四
季
折
々
の

草
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

高
木　
「
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
」
に
対
す
る
考
え
方
は
。

生
活
経
済
部
長　

市
の
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
県
や
関
係

機
関
と
調
整
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
取
り

組
ん
で
い
る
自
治
体
は
全
国
で

も
少
な
く
、
茨
城
県
で
も
ま
だ

方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。

買
い
物
弱
者
に
対
策
を
！

高
木　

南
守
谷
で
運
行
し
て
い

る
地
域
間
交
流
バ
ス
を
、
北
守

谷
で
も
運
行
で
き
な
い
か
。

　

例
え
ば
、
み
ず
き
野
か
ら
乗

り
換
え
ず
に
北
守
谷
地
域
の
病

院
や
中
央
図
書
館
に
行
く
こ
と

が
で
き
た
り
、
ま
た
、
北
守
谷

か
ら
乗
り
換
え
な
し
で
南
守
谷

方
面
へ
買
い
物
に
行
け
た
り

と
、大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

計
画
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　

北
守
谷
地
区
に
限

定
し
た
新
た
な
運
行
ル
ー
ト
の

設
定
予
定
は
な
い
。

　

今
後
は
、
乗
り
換
え
な
し
に

通
院
や
買
い
物
な
ど
が
で
き
る

よ
う
、
事
業
者
等
と
調
整
を
図

り
た
い
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し

た
給
食

高
木　

学
校
給
食
に
お
け
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

教
育
部
長　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
児
童
生
徒
は
29
名
で
あ

る
。
保
護
者
に
対
し
て
は
、
原

材
料
の
わ
か
る
献
立
表
と
加
工

品
の
分
析
表
を
送
付
し
、
使
用

し
て
い
る
食
品
や
調
味
料
を
確

認
し
て
も
ら
い
、
食
べ
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
判
断
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

高
木　

ア
レ
ル
ギ
ー
や
健
康
上

の
理
由
で
牛
乳
を
飲
め
な
い
児

童
生
徒
に
、
代
替
食
の
提
供
や

牛
乳
代
の
減
額
が
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　

代
替
食
の
提
供
は

し
て
い
な
い
が
、
卵
や
乳
製
品

等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を
使
用

し
な
い
食
事
で
あ
る「
除
去
食
」

を
提
供
し
て
い
る
。

　

牛
乳
が
飲
め
な
い
児
童
・
生

徒
に
は
、
牛
乳
代
金
の
減
額
制

度
が
あ
る
。

【
そ
の
他
質
問
し
た
事
項
】

・
戸
籍
等
不
正
請
求
防
止

・
事
務
事
業
評
価
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図
書
に
親
し
む
ま
ち
づ
く
り
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書
館
」
の
導
入

川
名　

敏
子　

議
員

川
名　

市
民
の
満
足
度
が
高
い

図
書
館
運
営
を
望
む
。
現
状
と

取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

教
育
次
長　

中
央
図
書
館
の

開
館
日
は
年
間
２
８
８
日
、
貸

出
者
数
は
１
日
平
均
５
０
１

人
。
市
民
の
登
録
者
数
は
約

４
万
２
千
人
で
登
録
率
は
68
％
。

昨
年
は
約
１
万
７
千
人
が
利
用

し
た
。
30
代
と
乳
幼
児
〜
小
学

生
が
と
も
に
約
18
％
で
利
用
率

が
最
も
高
く
、
品
揃
え
や
読
み

聞
か
せ
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
等
の
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。

川
名　

自
宅
で
貸
し
出
し
手
続

き
が
で
き
る
電
子
書
籍
は
、
学

生
や
会
社
員
、
高
齢
者
に
も
便

利
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
等
の
端

末
で
、
24
時
間
３
６
５
日
利
用

可
能
。
拡
大
や
横
書
き
、
音
読

機
能
も
有
り
、
本
棚
と
人
手
が

不
要
で
あ
る
。「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
図
書

館
」
を
ぜ
ひ
始
め
て
ほ
し
い
。

教
育
次
長　

初
期
導
入
費
用
に

約
１
５
０
０
万
円
必
要
で
あ
る
。

市
長　

新
し
い
試
み
な
の
で
、

機
械
等
の
開
発
状
況
を
見
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ー
ス
ト

川
名　

守
谷
の
未
来
を
託
す
の

は
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。
子
ど

も
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
は
保
護
者
と
家
庭
で
あ

る
。

　

茨
城
県
が
作
成
し
た
「
家
庭

教
育
ブ
ッ
ク
」
の
活
用
や
各
学

校
の
家
庭
教
育
学
級
の
再
開
、

イ
ク
メ
ン
「
お
や
じ
の
会
」
へ

の
支
援
を
要
望
す
る
。

教
育
次
長　

内
容
の
充
実
や
参

加
し
や
す
い
環
境
を
推
進
す
る
。

健
康
対
策
日
本
一
を
目

指
し
て

川
名　

メ
タ
ボ
検
診
の
受
診
率 電子書籍が見られる端末

を
向
上
さ
せ
る
施
策
は
。ま
た
、

前
立
腺
が
ん
の「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」

へ
の
助
成
を
強
く
要
望
す
る
。

保
健
福
祉
部
次
長　

受
診
率
の

低
い
40
〜
50
代
が
受
け
や
す
い

よ
う
個
別
検
診
を
検
討
す
る
。

市
長　
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
」
に
は
半

額
程
度
の
助
成
を
考
え
た
い
。

川
名　

う
つ
病
に
は
「
認
知
行

動
療
法
」
が
有
効
だ
と
聞
い
た
。

近
く
で
受
診
で
き
る
と
こ
ろ
は
。

保
健
福
祉
部
長　

県
内
に
は
筑

波
大
学
付
属
病
院
と
ひ
た
ち
な

か
市
内
に
あ
る
。
ま
た
、
千
葉

大
学
柏
の
葉
診
療
所
で
も
受
診

で
き
る
。
市
で
は
、
電
話
相
談

や
面
接
、
訪
問
な
ど
で
早
期
発

見
に
努
め
た
い
。

川
名　

認
知
症
の
予
防
対
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　

初
期
予
防
に

対
応
す
る
為
、
脳
活
コ
ー
チ
育

成
講
座
で
人
材
を
育
成
し
た
い
。

健
康
・
安
全
・
猛
暑
に
も
有
効

校
庭
・
園
庭
の
芝
生
化
を

川
名　

松
ケ
丘
小
校
庭
で
実
験

し
て
い
る
が
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

芝
生
化
の
一
番
の

問
題
は
維
持
管
理
で
あ
る
。
実

験
結
果
を
み
て
、
実
施
方
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

５
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
永
続
的
な
財
源
確
保
を

松
丸　

修
久　

議
員

松
丸　

市
長
の
英
断
に
よ
り
、

５
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

　

守
谷
市
は
財
政
的
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
依
存
財
源
が
少
な
い

の
で
、
影
響
力
は
他
市
町
村
と

比
べ
少
な
い
と
思
う
が
、
昨
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
手
当

や
一
括
交
付
金
の
問
題
等
は
、

政
府
の
方
針
に
よ
っ
て
、
か
な

り
市
の
予
算
編
成
に
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。

　

約
３
億
円
の
税
収
減
が
見
込

ま
れ
る
補
正
予
算
が
出
さ
れ
た

が
、
来
年
度
の
市
の
予
算
編
成

は
、
国
の
動
向
、
社
会
の
景
気

変
動
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

総
務
部
次
長　

国
庫
支
出
金
の

一
括
交
付
金
化
は
、
使
途
が
限

ら
れ
て
い
る
国
庫
補
助
金
や
国

庫
負
担
金
を
地
方
自
治
体
が
原

則
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
一
括

交
付
金
化
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
守
谷
市
に
お
い
て
も
大
変

影
響
が
大
き
い
。

　

公
共
事
業
や
文
教
福
祉
の
施

設
整
備
の
た
め
の
投
資
的
補
助

金
の
一
括
交
付
金
化
は
、
市
町

村
分
は
平
成
24
年
か
ら
の
予
定

だ
が
、
今
後
も
国
の
動
向
に
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
手
当
に
つ
い

て
も
、
地
方
の
負
担
の
増
減
が

不
透
明
で
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら

も
国
の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

　

国
の
対
応
が
遅
れ
る
場
合

は
、
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

松
丸　

５
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を

来
年
度
以
降
も
続
け
て
い
く
た

め
の
財
源
を
確
保
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
税
収
が
減

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
財
源
を

ど
こ
か
ら
求
め
て
い
く
の
か
。

当
市
に
お
い
て
は
、
独
自
の
財

政
運
営
を
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
か
ら
す
れ
ば
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
５
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

よ
っ
て
増
え
る
財
源
を
ど
こ
で

調
整
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
次
長  

全
庁
政
策
会
議

で
採
択
さ
れ
た
平
成
23
年
度
の

新
規
事
業
は
、
５
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
助
成
事
業
や
大
井
沢

小
学
校
増
築
事
業
等
の
13
事

業
で
あ
る
。
新
規
事
業
へ
の
一

般
財
源
か
ら
の
充
当
額
は
、
約

３
億
円
（
要
望
額
）
と
な
っ
て

い
る
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
お

い
て
は
、
事
前
調
査
に
基
づ

き
財
源
調
整
を
行
っ
た
結
果
、

２
億
５
０
０
０
万
円
の
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
る
。
全
事
業
の

事
業
費
の
精
査
や
圧
縮
を
行

い
、
一
般
財
源
を
配
分
し
、
財

源
不
足
解
消
を
図
っ
た
。

松
丸　

財
政
調
整
基
金
の
残
高

は
、
現
在
25
〜
26
億
円
あ
る
の

で
、
来
年
度
の
予
算
は
心
配
な

く
編
成
で
き
る
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
、

な
お
一
層
の
税
収
が
増
額
す
る

た
め
の
様
々
な
施
策
や
事
業
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

自
治
体
の
財
政
的
な
自
立
と

い
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
時
代

で
あ
る
。
今
後
と
も
、
財
政
運

営
に
は
、
執
行
部
は
一
致
団
結

し
て
厳
し
い
態
度
で
望
ん
で
も

ら
い
た
い
。



議会だより　No.15111

夢
彩
都
フ
ェ
ス
タ
成
功
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
商
工
会
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
の
協
力
体
制
」 

鈴
木　

榮　

議
員

鈴
木　

今
年
初
め
て
２
つ
の
イ

ベ
ン
ト
を
統
合
し
た
、「
商
工

祭
り
・
夢
彩
都
フ
ェ
ス
タ
」
の

総
括
は
。

生
活
経
済
部
長　

２
日
間
で
約

６
万
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
２
６
０
人
弱
の

参
加
が
あ
っ
た
。
出
店
者
も
89

ブ
ー
ス
に
増
加
し
た
。
商
工
業

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ

や
街
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
が
で
き
た
と
思
う
。

鈴
木　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ブ
ー
ス

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の

詳
細
は
。

生
活
経
済
部
長　

６
９
９
人
か

ら
回
答
が
あ
り
、
約
半
数
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
で
、
や
っ

て
み
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
第
１
位
は
、
ま
ち
づ
く
り
関

係
で
あ
っ
た
。

鈴
木　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
大
き

な
成
果
を
生
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
、

商
工
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
対
等
な
関
係
で
力
を
合
わ
せ

た
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
の
行

政
指
導
に
期
待
し
て
、
祭
り
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

市
制
10
周
年
行
事
に
歴
史
的

に
繋
が
り
あ
る
都
市
と
交
流
を

鈴
木　

平
成
24
年
２
月
に
市
制

10
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
事
業

の
実
行
委
員
会
の
詳
細
は
。

秘
書
課
長　

実
行
委
員
会
は
、

広
く
市
民
の
意
見
を
記
念
事
業

に
反
映
す
る
た
め
、
公
募
の
市

民
や
関
係
機
関
・
団
体
等
か
ら

推
薦
さ
れ
た
24
〜
25
名
で
構
成

す
る
。
平
成
23
年
10
月
ま
で
に

事
業
を
決
定
し
、
平
成
24
年
１

月
か
ら
12
月
ま
で
１
年
を
通
し

て
、
各
種
記
念
事
業
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

鈴
木　

記
念
事
業
に
歴
史
的
繋

が
り
の
あ
る
都
市
と
の
交
流
を

考
え
て
は
ど
う
か
。
特
に
福
島

県
相
馬
市
・
南
相
馬
市
と
は
、

守
谷
市
に
相
馬
氏
本
拠
の
守
谷

城
址
が
あ
り
、
南
相
馬
市
は
相

馬
氏
の
本
家
と
捉
え
て
い
る
。

坂
東
市
、
取
手
市
、
流
山
市
は

す
で
に
交
流
を
深
め
て
い
る
。

市
長　

実
行
委
員
会
の
中
で
、

充
分
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を

鈴
木　

近
年
の
交
通
死
亡
事
故

の
特
徴
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
死
者
数
が
高
水
準
で
推
移

し
、
全
死
者
数
の
約
５
割
を
占

め
て
い
る
。
市
の
対
策
は
。

生
活
経
済
部
次
長　

市
の
交
通

安
全
計
画
の
中
で
、
高
齢
者
へ

の
交
通
安
全
教
育
の
推
進
を
掲

げ
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

鈴
木　

加
害
者
に
も
被
害
者
に

も
な
る
自
転
車
の
安
全
確
保
や

保
険
制
度
の
現
状
は
。

生
活
経
済
部
次
長　

自
転
車
総

合
保
険
は
廃
止
さ
れ
て
お
り
、

個
人
総
合
・
個
人
賠
償
責
任
保

険
で
の
対
応
と
な
る
。
広
報
紙

の
中
で
事
故
事
例
や
保
険
内
容

に
つ
い
て
周
知
し
た
い
。

鈴
木　

市
民
参
加
型
の
交
通
安

全
活
動
が
重
要
だ
と
思
う
。
高

齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が
必
要
で
は
。

生
活
経
済
部
次
長　

シ
ル
バ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
中

で
、
取
手
警
察
署
等
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
、
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
に
つ
い
て
要
望
し
た
い
。

少
子
高
齢
社
会
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に

市
川　

和
代　

議
員

市
川　

公
民
館
に
指
定
管
理
者

制
度
導
入
が
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
既
に
指
定
管
理
者
で
運
営

さ
れ
て
い
る
施
設
の
総
括
は
。

総
務
部
長　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
南
守
谷
児
童
セ
ン

タ
ー
と
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の

両
施
設
と
も
満
足
度
や
職
員
の

対
応
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

評
判
が
大
変
よ
く
、
指
定
管
理

料
も
大
幅
に
削
減
で
き
た
。

市
川　

公
民
館
を
指
定
管
理
者

で
運
営
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
は

ど
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
る
の
か
。

教
育
次
長　

社
会
教
育
施
設
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
変
更
す

る
こ
と
で
、
よ
り
利
用
し
や
す

く
す
る
。
飲
酒
は
不
可
だ
が
会

食
等
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

市
川　

行
政
改
革
で
サ
ー
ビ
ス

を
廃
止
・
縮
減
す
る
場
合
、
市

民
へ
の
説
明
や
結
果
の
検
証
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

市
民
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
毎
年
実
施
し
、
満

足
度
等
を
ふ
ま
え
予
算
に
反
映

さ
せ
て
い
る
。

高
齢
者
支
援
の
充
実
を

市
川　

高
齢
者
へ
の
情
報
提
供

を
充
実
さ
せ
、
社
会
的
孤
立
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
部
長　

民
生
委
員
や

ヘ
ル
パ
ー
が
消
費
相
談
員
と
研

修
を
行
っ
て
い
る
。
行
政
・
市

民
・
福
祉
団
体
等
が
責
任
を
分

担
し
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
な
に
よ
り
、
地
域

の
助
け
合
い
に
よ
る
福
祉
が
よ

り
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
。

市
川　

高
齢
者
の
増
加
に
よ
り

医
療
ベ
ッ
ド
が
不
足
し
、
在
宅

介
護
に
よ
る
「
看
と
り
」
が
増

え
る
。
医
療
を
含
め
た
24
時
間

訪
問
介
護
を
充
実
さ
せ
、
介
護

家
族
を
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

在
宅
で
の「
看

と
り
」
は
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

市
内
の
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
３
箇
所
は
24
時
間
体
制
と

な
っ
て
お
り
、
他
市
と
比
べ
て

訪
問
看
護
の
要
請
に
対
応
で
き

る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

 

今
後
多
く
な
る
「
看
と
り
」

を
予
測
し
、
取
手
医
師
会
等
近

隣
医
療
機
関
で
は
、
病
診
連
携

に
よ
り
家
族
負
担
を
軽
減
す
る

方
向
に
動
い
て
い
る
よ
う
だ
。

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ―

１
母
子
感
染
予
防

市
川　

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
全

国
で
１
０
０
万
人
以
上
い
る
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
気

の
知
識
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

妊
婦
へ
の
相
談
や
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

保
健
福
祉
部
長　

母
子
手
帳
交

付
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
い
る
。
平
成
23
年
１
月
か

ら
、
抗
体
検
査
の
公
費
助
成
を

償
還
払
い
で
実
施
す
る
。
陽
性

者
へ
の
対
応
は
医
師
や
保
健
師

と
連
携
し
て
行
う
。

市
民
み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！

市
川　

自
転
車
事
故
や
盗
難
が

増
加
し
て
い
る
。
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
他
人
の
自
転
車
を

乗
っ
て
い
く
身
勝
手
な
行
為
を

許
さ
な
い
街
に
し
て
い
こ
う
。
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長
引
く
景
気
の
低
下　

行
政
は
雇
用
対
策
を
強
化
せ
よ
！

酒
井　

弘
仁　

議
員

酒
井　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る

「
雪
国
ま
い
た
け
」
と
「
開
智
学

園
」
の
現
状
は
。

総
務
部
長　
「
雪
国
ま
い
た
け
」

は
、
９
月
10
日
に
守
谷
市
進
出

の
申
し
出
と
協
力
依
頼
が
提
出

さ
れ
、
そ
の
後
数
回
の
会
合
を

も
っ
た
。
大
野
土
地
改
良
区
の

理
事
ら
は
鉾
田
市
に
あ
る
実
験

農
場
を
視
察
し
、
計
画
推
進
を

総
代
会
の
中
で
決
定
し
て
い

る
。
今
後
は
農
地
地
権
者
の
意

向
確
認
や
利
用
権
設
定
等
の
手

続
き
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

雇
用
は
、
当
初
は
20
〜
30
人
、

将
来
的
に
は
１
５
０
人
ぐ
ら
い

に
及
ぶ
と
考
え
て
い
る
。

　
「
開
智
学
園
」
に
つ
い
て
は
、

８
月
６
日
に
「
私
立
小
中
高
等

学
校
一
貫
校
の
設
置
に
関
す
る

要
望
書
」
が
守
谷
市
と
つ
く
ば

み
ら
い
市
に
提
出
さ
れ
、
８
月

11
日
に
学
校
側
か
ら
両
市
の
議

会
に
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
の

説
明
が
あ
っ
た
。
９
月
21
日
に

は
、
両
市
か
ら
守
谷
土
地
改
良

区
に
学
園
進
出
の
概
要
説
明
を

行
い
、
10
月
８
日
に
は
両
市
の

事
務
担
当
者
に
よ
る
課
題
整
理

等
を
行
っ
た
。
現
在
、
県
と
県

私
学
協
会
等
と
協
議
中
で
あ

る
。
他
の
企
業
等
の
進
出
の
話

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

酒
井　

進
出
企
業
に
対
す
る
優

遇
措
置
な
ど
は
あ
る
の
か
。

生
活
経
済
部
長　

現
在
、
特
に

優
遇
措
置
等
は
な
い
。

　

今
後
は
、
取
手
市
・
つ
く
ば

み
ら
い
市
・
利
根
町
で
組
織
す

る
「
茨
城
県
南
部
地
域
活
性
化

協
議
会
」
に
加
入
し
、
企
業
立

地
促
進
法
に
基
づ
く
支
援
等
を

図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

防
災
・
災
害
等
の
被
害
意
識
は

酒
井　

市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
を
想
定
し
た
防
災
対
策
等
を

講
じ
て
い
る
と
思
う
。
各
課
の

取
り
組
み
と
連
携
状
況
は
。

生
活
経
済
部
次
長　

風
水
害
や

地
震
災
害
を
想
定
し
「
守
谷
市

地
域
防
災
計
画
」
を
作
成
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
各
課
の
役
割

や
連
携
形
態
を
定
義
し
て
い

る
。
平
常
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
業
務
の
中
で
、
道
路
等

の
施
設
の
点
検
や
改
修
を
行
っ

て
い
る
。

　

防
災
担
当
課
と
し
て
は
、
防

災
倉
庫
内
の
備
蓄
品
の
点
検
や

管
理
を
定
期
的
に
実
施
し
、
災

害
の
発
生
に
備
え
て
い
る
。
対

策
本
部
長
で
あ
る
市
長
の
指
揮

の
も
と
、
連
携
を
と
り
な
が
ら

任
務
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

守
谷
小
学
校
用
地
の
造
成
工
事

市
長
の
補
正
予
算
専
決
処
分

酒
井　

専
決
処
分
と
は
、
市
長

の
判
断
で
議
会
の
議
決
を
経
ず

に
事
業
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
専
決
処
分
に
至
っ
た

経
緯
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

教
育
部
長　

造
成
工
事
は
平
成

22
年
度
内
に
完
成
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
区
域
内
の
地
盤
改

良
や
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の

拡
大
、
工
事
専
用
道
路
の
整
備

の
遅
れ
な
ど
か
ら
年
度
内
に
完

了
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

事
業
費
の
繰
越
明
許
の
手
続
き

を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
あ

る
。
校
舎
改
築
は
、
計
画
ど
お

り
平
成
24
年
完
成
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
！

佐
藤　

弘
子　

議
員

佐
藤　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

高
す
ぎ
る
保
険
税
に
対
し
、
基

準
の
見
直
し
等
の
切
実
な
声

が
あ
る
。
市
の
資
料
で
も
年
収

２
０
０
万
円
未
満
の
層
が
多
く
、

ま
た
滞
納
世
帯
が
多
い
の
も
実

態
で
あ
る
。
高
い
保
険
税
が
払

え
な
い
世
帯
に
対
し
、
減
免
制

度
を
つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
部
次
長　

既
に
市
の

減
免
基
準
や
一
部
負
担
金
の
減

免
基
準
が
あ
る
。
国
の
施
策
で

も
、
非
自
発
的
失
業
者
へ
の
軽

減
措
置
も
あ
る
。
納
税
相
談
を

含
め
て
個
別
に
応
じ
て
い
る
。

佐
藤　

国
の
減
免
基
準
で
は

２
０
０
万
円
未
満
の
低
所
得
者

は
救
わ
れ
な
い
。
相
談
に
来
ら

れ
な
い
の
は
、
国
保
税
だ
け
で

な
く
、
医
療
費
や
他
の
税
金
も

払
え
な
い
世
帯
だ
か
ら
で
あ
る
。

資
格
証
明
書
や
短
期
保
険
証
の

発
行
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

保
健
福
祉
部
次
長　

課
税
世
帯

に
は
基
準
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
資
格
証
明
書
は

２
６
１
世
帯
、
短
期
保
険
証
は

８
６
０
世
帯
に
発
行
し
て
い
る
。

佐
藤　

減
免
の
基
準
が
あ
る
と

い
っ
て
も
、
低
所
得
者
に
は
適

用
さ
れ
な
い
。
失
業
者
だ
け
で

な
く
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
も

必
要
で
あ
る
。
市
独
自
の
減
免

制
度
を
作
り
、
国
保
税
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
。

国
保
広
域
化
は
メ
リ
ッ
ト
な
し

佐
藤　

75
歳
以
上
の
保
険
は
、

都
道
府
県
単
位
で
運
営
さ
れ
て

い
る
。
国
は
、広
域
化
を
進
め
、

74
歳
以
下
も
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
広
域
化
す
る
と
い
う
。

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
次
長　

国
民
皆
保

険
の
維
持
が
重
要
で
あ
る
。
厚

労
省
の
試
算
で
は
、
75
歳
未
満

は
現
行
よ
り
軽
減
さ
れ
る
。
国

全
体
で
１
人
当
た
り
４
千
円
軽

減
と
な
る
予
定
だ
が
、
医
療
費

は
増
加
す
る
見
込
み
。
ま
た
、

市
町
村
の
事
務
が
軽
減
さ
れ
る
。

佐
藤　

広
域
化
に
な
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
は
な
い
。広
域
化
は「
団

塊
の
世
代
」
が
大
き
く
関
わ
る

の
で
、
国
の
負
担
を
大
幅
に
引

き
上
げ
る
べ
き
だ
。
現
政
権
が

野
党
時
代
に
も
同
様
の
主
張
を

し
て
い
た
。

子
育
て
支
援
さ
ら
に
一
歩
進
む

佐
藤　

９
月
議
会
に
出
さ
れ
た

助
産
師
達
か
ら
の
陳
情
は
不
採

択
と
な
っ
た
が
、市
は
そ
の
後
、

前
向
き
に
対
応
し
た
と
聞
い

た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
。

保
健
福
祉
部
長　

業
務
委
託
料

の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
し
た
。

佐
藤　

委
託
料
増
額
な
ど
前
向

き
に
対
応
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
さ
ら
な
る
支
援
策
は
。

保
健
福
祉
部
長　

支
援
の
対
象

を
産
婦
か
ら
妊
婦
に
も
拡
大

し
、
助
産
師
と
定
期
的
に
意

見
交
換
を
し
て
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

佐
藤　

守
谷
で
の
子
育
て
や
出

産
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
恵
ま

れ
て
い
る
。
子
ど
も
は
地
域
の

宝
と
し
て
、
き
め
細
か
な
支
援

が
大
切
で
あ
る
。
安
心
し
て
お

産
が
で
き
る
と
い
う
、「
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
」
か
ら
の
支
援
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
。
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地
方
交
付
税
を
あ
て
に
し
な
い
予
算
編
成
を

尾
﨑　

靖
男　

議
員

尾
﨑　

９
月
議
会
で
、市
長
は
、

地
方
交
付
税
な
ど
を
あ
て
に
し

な
い
予
算
編
成
や
行
政
運
営
に

努
力
す
る
と
答
弁
し
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
地
方
交
付

税
を
来
年
度
予
算
に
１
億
円
、

財
政
計
画
で
は
平
成
27
年
度
ま

で
毎
年
１
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

景
気
の
影
響
な
ど
に
よ

る
税
収
の
落
ち
込
み
に
対
す
る

交
付
税
で
あ
る
。
今
後
と
も
交

付
税
を
あ
て
に
し
な
い
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
。

尾
﨑　

来
年
度
予
算
は
既
に
財

源
が
２
億
５
千
万
円
不
足
と
の

こ
と
だ
が
、
交
付
税
と
借
金
頼

み
に
な
る
の
か
。
財
政
収
入
に

対
す
る
義
務
的
経
費
の
割
合
、

つ
ま
り
経
常
収
支
比
率
は
、
平

成
20
年
度
決
算
で
86
・
９
％
、

平
成
21
年
度
決
算
で
は
88
・

３
％
と
悪
化
し
て
い
る
。
75
％

以
下
が
正
常
値
と
言
わ
れ
て
お

お
り
、
予
算
の
弾
力
性
、
自
由

度
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
公
債
費
総
額
は
い
く
ら
に

な
る
か
。

総
務
部
次
長　

元
金
と
利
子
の

償
還
を
合
わ
せ
た
総
額
で
２
９

９
億
４
千
万
円
。
こ
れ
に
一
部

事
務
組
合
分
が
加
わ
る
。

行
政
評
価

事
業
や
予
算
を
削
減
で
き
た
か

尾
﨑　

つ
く
ば
市
で
は
５
年
間

で
約
１
０
０
億
円
の
歳
出
が
削

減
さ
れ
、
福
島
県
二
本
松
市
で

は
５
年
間
で
約
54
億
円
を
削
減

し
た
と
の
事
で
あ
る
。
守
谷
で

の
行
政
評
価
の
実
績
は
。

総
務
部
長　

平
成
17
年
度
か
ら

21
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
「
行

政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
」
で
は
、

事
業
の
整
理
・
再
編
・
廃
止
・

統
合
や
民
間
委
託
、定
員
管
理
、

給
与
の
適
正
化
等
で
、
約
30
億

円
の
財
政
効
果
（
歳
出
削
減
）

を
図
っ
た
。
歳
入
で
は
、
未
利

用
地
財
産
の
売
り
払
い
や
受
益

者
負
担
の
適
正
化
等
で
約
44
億

円
の
収
入
を
得
た
。

尾
﨑　

外
部
評
価
で
は
、
行
政

評
価
に
対
す
る
職
員
の
取
り
組

み
姿
勢
や
評
価
体
制
の
脆
弱
性

を
改
善
し
、
市
民
に
外
部
評
価

を
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

問
題
意
識
と
議
論
が
進
み
、
さ

ら
な
る
実
効
の
一
助
が
あ
る
等

の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
監

査
委
員
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
歳

出
削
減
を
図
る
た
め
に
、
入
札

の
競
争
原
理
と
透
明
性
を
求
め
、

す
べ
て
の
事
業
の
改
善
を
望
む

と
の
審
査
意
見
書
が
出
さ
れ
た
。

総
務
部
長　

職
員
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
研
修
を

役
職
や
階
層
ご
と
に
定
例
的
に

実
施
し
て
い
る
。
徐
々
に
で
は

あ
る
が
向
上
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

尾
﨑　

茨
城
県
で
初
め
て
の

「
事
業
仕
分
け
」
が
９
月
25
日

に
土
浦
市
で
、
11
月
27
日
に
は

龍
ヶ
崎
市
で
実
施
さ
れ
た
。
無

作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
判
定
員

と
と
も
に
、
外
部
の
仕
分
け
人

か
ら
は
厳
し
い
指
摘
が
あ
っ
た

が
、
行
政
幹
部
は
「
市
の
担
当

者
は
汗
を
か
く
こ
と
以
上
に
多

く
の
こ
と
を
学
べ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
て
い
た
。

　

守
谷
市
で
も
ぜ
ひ
取
り
組
く

む
べ
き
だ
と
思
う
。

25日～ 26日
　　・茨城県市議会議長会第１回議員研修会
　　　（つくば市・酒井議員、市川議員、尾﨑議員）
27日・静岡県吉田町議会行政視察来庁
　　　「下水道事業の普及率、水洗化率」

11月
１日～３日
　　・民主維新会会派視察研修
　　　① 輝きっ子アクションプラン22、嬉野コ

ミュニティ教育支援協議会
　　　　（佐賀県嬉野市）
　　　②長崎伝習所について（長崎県長崎市）
２日・茨城県市議会議長会定例会
　　　（潮来市・議長）
８日～９日
　　・総務常任委員会視察研修（Ｐ４）
15日・議会運営委員会「第４回定例会の運営」
22日～ 12月１日
　　・第４回定例会

12月
１日・第４回定例会（最終日）
19日・菊花展表彰式（中央公民館・議長）

10月
２日・取手市市制施行40周年記念式典
　　　（取手市・議長）
５日～６日
　　・茨城県南市議会議長会視察研修
　　　（福島県郡山市・議長、副議長）
７日～８日
　　・ 市民クラブNEW WAVE！、民主新政会会

派合同研修
　　　① 宝塚まちなみデザイン賞のまちなみ
　　　（兵庫県宝塚市）
　　　②防災行政への取組み（兵庫県尼崎市）
12日・福岡県小郡市議会行政視察来庁
　　　「上下水道の組織統合・料金体系」
16日・ 茨城県南市議会議長会行政懇談会、懇親会

（牛久市・議長）
17日・彩都ピア☆守谷　生涯学習フェスティバル
　　　（中央公民館・議長、市川議員）
18日・ 第19回首都圏中央連絡自動車道建設促進会

議総会（東京都千代田区・議長）
23日・守谷中学校統合50周年記念式典
　　　（守谷中学校・議長）
24日・健康スポーツフェスティバル
　　　（常総運動公園・副議長）
25日・茨城県市議会議長会臨時会
　　　（つくば市・議長）

議会活動報告（平成22年10月～ 12月）
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提
出
し
た
意
見
書

　

定
例
会
最
終
日
の
12
月
１

日
、
議
員
か
ら
意
見
書
提
出
を

求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
意
見
書（
５

ペ
ー
ジ
掲
載
）
の
ほ
か
、
地
方

財
政
、
経
済
対
策
、
米
価
対
策
、

中
国
漁
船
衝
突
問
題
、
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
の
５
件
の
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。

新たな経済対策を求める意見書

　今般の急速な株価下落と円高は地域経済に深刻な打撃を
与えている。特に平成21年度第１次補正予算が執行停止さ
れ、今年度の公共事業予算も対前年度比マイナス18％にな
るなど、大幅な予算削減による地域経済の弱体化が顕在化
している。
　しかしながら、政府は平成23年度予算について、各府省
の予算を一律１割削減する方針を打ち出していることから、
公共事業予算が来年度以降も削減されるのではないか、と
いった懸念がある。
　公共事業に関する国土交通省の来年度予算概算要求は、
「元気な日本復活特別枠」を含めて今年度とほぼ同額の予算
要求となっているが、この「特別枠」を除けば、対前年度
比0.88％の大幅削減となっている。
　深刻な不況に苦しむ地域経済・雇用を守るためには、こ
れ以上の削減は到底認められるものではない。むしろ深刻
な不況から一刻も早く抜け出すため、即効性のある事業を
前倒しで行うなど、景気を刺激する政策を速やかに打ち出
すべきである。
　よって国会及び政府においては、地域経済の活性化に向
けて以下の政策を速やかに実行するよう求める。

１ ．デフレ脱却に向けて政府が毅然たる意志を示し、日本
銀行との適切かつ強固な協力体制を構築すること。

２ ．将来性のある農地集積事業、スクールニューディール、
地域医療などの事業に集中的に投資し、企業による雇用
や設備投資を促進すること。

３ ．来年度予算における公共事業費を拡充し、地域経済・
雇用の下支えを行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出しま
す。

提出先： 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、
　　　　農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、
　　　　内閣官房長官、内閣府特命担当大臣

地方財政の充実を求める意見書

　急速な円高と長引くデフレにより、地域経済の冷え込み
が顕著となっている。我が国経済は、地域経済と雇用対策
の活性化が急務であり、地方財政の充実は、住民が必要な
行政サービスを維持するために必要不可欠である。
　しかしながら、政府は現下の経済危機に際し、十分な対
策を打ち出さず、地方経済は一層冷え込む恐れがある。今
年度においても地方負担が盛り込まれた子ども手当につい
ても、来年度予算編成の概算要求で金額を示さず要求する
「事項要求」となるなど、来年度予算編成にあたっては、さ
らなる地方負担の増大が懸念される。
　よって、政府及び国会は以下の項目を早急に実現し、住
民に基本的なサービスが提供できるよう、地方財政の充実
に努めるよう強く求める。
１ ．地方公共団体が、地域の実状に応じたきめ細やかな事
業の実施や雇用の創出に活用できる交付金を早急に実施
すること。

２ ．地方一般財源の充実・強化を図るため、地方消費税の
充実、地方交付税の法定率の見直し、地方法人課税のあ
り方の見直しによる地域間税源の偏在是正などに取り組
むこと。

３ ．補助金制度のあり方については、社会保障、義務教育
など住民への基本的な行政サービスを提供する上で、現
在ある補助金制度が必要不可欠であることを充分認識し、
地方の行政サービスが著しく低下することのないよう財
源を確保すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
　　　　財務大臣、国家戦略担当大臣、内閣官房長官

米価下落への緊急対策を求める意見書

　米価は既に過去10箇月で１俵あたり1,000円以上下落し、１俵あたり1,700円の戸別所得補償を背負った平成22年度産米が
市場に流通し始めると、米価がさらに下落する可能性は極めて高い。
　米価下落の原因は、米価下落と財政支出拡大の持続的連鎖が生じる不適切な戸別所得補償モデル事業にある。コメの生産
による収益が過剰に期待されることから、農地の貸しはがし、貸し渋りが起こり、加えて農業農村整備事業予算が約３分の
１に縮減されたことと相まって、集落営農の促進や農業基盤整備が阻害されている現状はこれ以上看過できない。
　現下の政策をこのまま進めると、いずれ財政的に破綻した戸別所得補償は打ち切られ、農家は所得の大幅減少、消費者は
麦・大豆の減産や安全な国産米生産農家の大幅減少に直面し、日本農業は生産者にとっても消費者にとっても壊滅的な打撃
を受けかねない。
　政府は直ちにコメの戸別所得補償を見直し、その財源を麦・大豆などの生産を促進する政策や、農業農村の整備、集落営
農の促進、多様な担い手の育成、コメの過剰在庫解消などの政策を強力に推し進めるべきである。
　よって、国会及び政府は現下の米価が下落している現状を真摯に受け止め、現在の農政を抜本的に改め、直ちに政策転換
を図るべきである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

　提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣
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尖閣諸島沖における中国漁船衝突事件に関する意見書

　平成22年９月７日、尖閣諸島沖の日本領海内で中国漁船衝突事件が発
生し、那覇地方検察庁は同月24日、公務執行妨害容疑で逮捕された中国
人船長を処分保留のまま釈放した。
　「尖閣諸島は日本固有の領土で領有権の問題は存在しない」というの
が政府の見解である。過去の経緯を見ても中国や台湾が領有権について
独自の主張を行うようになったのは、昭和45年以降であり、それ以前は
どの国も異議を唱えたことはなかった。
　しかし今回、中国人船長が逮捕されると、中国側は閣僚級以上の交流
停止や国連総会での日中首脳会談の見送り、そして日本人４人の身柄を
拘束するなどの対抗措置をとり、中国人観光客の訪日中止など日本の各
種産業にも悪影響が出ている状況にある。
　このような流れの中で、船長を釈放したことは「中国の圧力に屈した」
との印象を国内外に与え、今後同様の事件に関しては、国内法に基づい
て厳正に対処していく姿勢を貫かなければならない。また、このような
結果は、国際社会にも誤ったメッセージを与え、現政権与党の国家主権
に対する認識に疑問を抱かざるを得ず、極めて遺憾である。
　よって、国会及び政府においては、次の事項を実現し、毅然とした外
交姿勢を確立されることを求める。
１ ．「尖閣諸島は日本の固有の領土である」との態度を明確に中国及び
諸外国に示し、今後同様の事件が起こった際は、国内法に基づき厳正
に対処すること。

２ ．海上保安庁が撮影した衝突時のビデオの公表を含め、事実関係の解
明に努めること。

３ ．政府は、検察当局の判断も含め、臨時国会の場で国民に対し説明責
任を果たすこと。

４ ．中国からの謝罪や賠償には応じず、日本が被った損害を請求するこ
と。

５．尖閣諸島の警備体制を充実・強化すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣
　　　　法務大臣、国土交通大臣、内閣官房長官

選択的夫婦別姓制度の導入に反対する意見書

　女性の社会進出が進み、個人の意思の尊重、男女平等の観点から、国
は、今国会において、結婚後も夫婦が別姓を称することを認める選択的
夫婦別姓制度を導入する民法改正案の提出を検討している。
　しかし、夫婦別姓制度が導入されることになれば、夫婦の一体感の希
薄化のみならず、親子別姓や場合によっては兄弟別姓をもたらし、家族
の絆を弱めることにつながるとともに、子どもに与える影響も計り知れ
ないものがあり、我が国の将来に大きな禍根を残すことになると危惧す
るものである。
　離婚の増加や児童虐待等、家族の絆が希薄になっており、家庭の重要
性が叫ばれる今日においては、むしろ社会の基本単位である家族の一体
感を再認識するとともに、家族の絆を強化していくことが必要である。
　また、選択的夫婦別姓制度の導入に対する世論も分かれており、国民
的合意には至っていない。
　一方、現在の法制度で職業上の不利益を被る女性については、それを
考慮して「同姓を原則とし、旧姓を呼称として届け出れば使用できる」
というように、各分野の運用面での対応等で解決を図ることができる。
　女性の社会的地位の向上や権利の確立のためには、個人の権利を認め、
真に社会的な平等が保障される制度や社会的合意、啓発が重要であるこ
とは言うまでもないが、選択的夫婦別姓制度の導入は、夫婦が一体であ
るとする日本の伝統文化そのものや、家族の一体感を損ない、大切な家
庭の崩壊を招く恐れさえある。
　よって、政府におかれては、婚姻制度や家族のあり方に重大な影響を
及ぼし、社会的混乱を招く恐れのある選択的夫婦別姓制度を導入するこ
とのないよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
　　　　法務大臣、内閣府特命担当大臣、内閣官房長官

１．本会議開会まで
　市長が議会を開くために、議会の招
集を告示します。

　議会運営委員会を開催します。議会
運営委員会では、議会の効率的な運営
を図る為、会議の日程や会議の進め方、
陳情を審議するかなどを協議します。

２．本会議
　議員定数の半数以上の出席により開
かれる会議を「本会議」と言います。
議長の宣告により開会します。

　始めに今回話し合う議案が提出さ
れ、市長から提案理由や内容の説明が
あり、それについて議員が質疑を行い、
提案者がこれに答えます。

　その後、議案を詳細に審査するため
に、議案に関係ある委員会で話し合っ
てもらいます。

３．委員会
　議員が専門的な委員会に分かれて、審査を行なうところが
常任委員会です。
　各常任委員会で、本会議で付託された議案や請願・陳情な
どについて、さらに詳しく説明を受けたり、質疑を行なうな
ど詳細に審査し、委員会として賛成すべきか、反対すべきか
を決定します。

４．本会議（一般質問）
　議員が市政全般の施策等について質問し、市長などが答え
ます。守谷市議会では、あらかじめ議長に質問事項を告げる
「通告制」をとっています。

５．本会議
　委員会が終わると再び本会議を開
き、各委員長が委員会での話し合いの
結果を報告します。

　委員長報告に対して質疑を行ない、
議案について賛成・反対の意見を言い
ます。

　議案や請願・陳情などについて賛成
か反対かを決めます。

　議長の閉会宣告で市議会の活動は終
わります。市長は議会で決まったとお
りに仕事を進めます。

告　示

議会運営委員会

開　会

議案上程

提案理由説明

質　疑

委員会付託

委員長報告

質疑・討論

採　決

閉　会
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第
１
回
定
例
会

　

平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
の

日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

第
１
回
定
例
会
は
、
予
算
議

会
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
法
で
は
、
予
算
は
年
度

開
始
前
に
議
会
の
議
決
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
毎
年
３
月
の
定

例
会
で
次
年
度
の
予
算
が
審
議

さ
れ
ま
す
。（
第
２
１
１
条
）

　

議
案
や
請
願
・
陳
情
の
内
容

は
、本
会
議
で
議
案
上
程
後
に
、

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
）

■傍　聴
　本会議（定例会・臨時会）と委員会は、受付簿
に住所・氏名・年齢をご記入いただくだけで、どな
たでも傍聴することができます。
■本会議
　市役所庁舎議会棟３階の傍聴席入口前に受付簿
がありますので、各自記入し入場してください。出
入りは自由です。定員は53名で、先着順に着席して
ください。満席の場合は、庁舎１階ロビー（総合窓
口課前）のテレビでご覧いただけます。
■委員会
　開会時間の10分前までに、庁舎議会棟２階の議
会事務局で受付をしてください。定員は５名で、定
員を超える場合は、隣室のテレビで委員会の様子を
ご覧いただけます。

　

　中央図書館・中央公民館・郷州公民館・
高野公民館・北守谷公民館では、会議
録の製本を閲覧することできます。

　インターネットでも会議録が検索で
きます。守谷市のホームページから市
議会のページにアクセスしてください。
キーワードや発言者などを指定して、会
議録を検索することができます。
　現在、平成16年第１回定例会からの
会議録が閲覧・検索可能となっています。
　
　会議録の製本やホームページへの掲
載は、定例会終了後、約２箇月かかりま
すのでご了承ください。

議会を傍聴しませんか！

定例会・臨時会の会議録の閲覧

議会を傍聴しませんか！議会を傍聴しませんか！

定例会・臨時会の会議録の閲覧定例会・臨時会の会議録の閲覧
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傍聴者延べ人数（平成22年定例会本会議）
第１回定例会　：　　４３人
第２回定例会　：　　４９人
第３回定例会　：　　５３人
第４回定例会　：　　２９人

　　　　　合計　：　１７４人

平成23年第１回定例会　会期日程（予定）

月　　日 議 事 日 程

１ ３月３日（木）
○本会議 （開　会）　
・市長施政方針演説
・議案の上程

２ ３月４日（金） ○本会議
・質疑、委員会付託

３ ３月５日（土）
○休会

４ ３月６日（日）

５ ３月７日（月）

○予算特別委員会６ ３月８日（火）

７ ３月９日（水）

８ ３月10日（木） ○総務常任委員会

９ ３月11日（金） ○都市経済常任委員会

10 ３月12日（土）
○休会

11 ３月13日（日）

12 ３月14日（月） ○文教福祉常任委員会

13 ３月15日（火）
○本会議
・市政に関する一般質問14 ３月16日（水）

15 ３月17日（木）

16 ３月18日（金）
○本会議
・各委員長報告、質疑
・討論、採決 （閉　会）　

※日程は変更になる場合があります。


